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本テキストは、２級ＦＰ技能士／ＡＦＰ試験に合格することだけを目的に重要ポ
イントのみを抜粋したＦＰ試験対策専用テキストです。本テキストでは、重要ポ
イントが、よりわかりやすくなるよう、出来る限り文章量を減らして記述してあ
ります。このため、法令上の表現の正確性にかける場合もございます。また、Ｆ
Ｐ試験の範囲のすべてを網羅するものではありません。この旨、十分ご理解のう
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遺族基礎年金の保険料納付要件（障害基礎年金も同様）

中高齢寡婦加算の支給対
象者

夫死亡時の妻の年齢が４０歳以上６５歳未満

で子供がいない妻、または、夫死亡時
には子がいたが、子が成長し１８歳到達年度
末を過ぎたとき（遺族基礎年金の打ち切り
時）に年齢が４０歳以上である妻

遺族が子のある妻である場合、子供２人までは２２４０００円、３人目からは７
４６００円が加算されます。

・死亡日の属する月の前々月までに国民年金の全被保険者期間のうち、保険料

納付期間＋保険料免除期間の合計期間が2/3以上であること。または、

死亡日の属する月の前々月までの直近1年間のうちに保険料滞納期
間がないこと。

遺族厚生年金の支給対象
者

生計維持関係にあった妻、夫、子、父母、
孫、祖父母。

遺族厚生年金の基本給付
額

老齢厚生年金の報酬比例部分×３
／４

遺族基礎年金の支給対象
者

死亡した者と生計維持関係にあっ
た子または子のある妻！！！

子とは？

生計維持関係にある１８歳到達年
度末までの未婚の子または、障害1.2
級に該当する20歳未満の未婚の子。

遺族基礎年金の基本給付
額（平成２５年度価額
（１０月以降）

７７８５００円！！！


